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教育研究評議会（第 195 回）議事要旨 

 

 

Ⅰ．日 時  2020年（令和 2年）1 月 28日（火） 14:40～15:07 

 

Ⅱ．場 所  本部管理棟 2階中会議室 

 

Ⅲ．出席者  林学長、今井理事・副学長、山田理事、犬飼理事、中山副学長・附属図書館長、武田

副学長、松隈副学長、青山大学院総合国際学研究院長・研究科長、川村大学院国際日

本学研究院長・国際日本学部長、山口言語文化学部長、真島国際社会学部長、星アジ

ア・アフリカ言語文化研究所長、佐野大学院総合国際学研究院副研究院長、村尾大学

院国際日本学研究院副研究院長、黒澤言語文化学部副学部長、松永国際社会学部副学

部長、シートン国際日本学部副学部長、近藤アジア・アフリカ言語文化研究所副所長

（合計 18名） 

陪席者  桑原監事 外 

 

Ⅳ．資 料  1. 教育研究評議会（第 194回）議事要旨（案） 

2. 教員人事評価関係規則の一部改正について 

3. 「国際日本研究」コンソーシアムにおける教育交流に係る協定について（依頼） 

4. 東京外国語大学と三鷹市との包括的な連携協力に関する協定書（案） 

5. 大学等間国際学術交流協定の締結について 

6. 2020（令和 2）年度 学年暦 

7. 研究倫理講演会 

 

 

○ 教育研究評議会（第 194回）議事要旨の確認について 

林学長から、資料 1に基づき、教育研究評議会第 194回議事要旨について、確認願いたい旨の

発言があり、これを確認した。 

 

Ⅴ．議 題 

＜審議事項＞ 

1. 教員人事評価関係規則の一部改正について 

今井理事から、資料 2に基づき、新年俸制の導入にあわせ、教員人事評価関係規則の改正を行

うことについて説明があった。 

それに対し、村尾大学院国際日本学研究院副研究院長より、「国立大学法人東京外国語大学教

員人事評価に関する基準」別表２の評価記号・評語のうち、「Ｃ 普通の水準の活動・貢献であ

る」は改正後「Ａ 良好な活動・貢献である」という表現になっているが、他の評語と異なり「水

準の」が含まれないのには何か意図があるのか、「良好な水準」とした場合は日本語表現として

好ましくないのではないか、との質問、意見があった。 

林学長及び今井理事からは、特段の意図はなく、他の関係規則とも表現をそろえたものである

旨回答があり、審議の結果、原案どおりこれを承認した。 

 

2. 「国際日本研究」コンソーシアムにおける教育交流に係る協定の締結について 

川村大学院国際日本学研究院長から、資料 3に基づき、国際日本文化研究センターからの依頼

を受け、「国際日本研究」コンソーシアムにおける教育交流に係る協定を締結することについて

説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

3. 三鷹市との包括協定の締結について 

武田副学長から、資料 4 に基づき、三鷹市と相互連携協力に関する基本的事項について協定を

締結する旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 
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4. 大学等間国際学術交流協定の締結について 

松隈副学長から、資料 5 に基づき、次の 3件の国際学術交流協定の締結について説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

・スルターン・カーブース大学（オマーン） 

・HIPSコンソーシアム 

・GJD ルワンダ（ルワンダ） 

 

5. 2020 年度学年暦について 

今井理事から、資料 6に基づき、2020（令和 2）年度の学年暦について説明があり、審議の結

果、これを承認した。 

 

＜報告事項＞ 

1. 研究倫理講演会の開催について 

中山副学長から、資料 7 に基づき、2月 19日（水）に研究倫理講演会を開催することについて

報告及び周知依頼があった。 

 

 

○ 林学長から、次回の教育研究評議会については、2月 18日（火）に本部管理棟 2階中会議室にお

いて開催を予定している旨、連絡があった。 

 

以 上 


